（７） 集落協定の取組内容
　① 農業生産活動等として取り組むべき事項
　　a）耕作放棄の防止等の活動
　　 　耕作放棄の防止等の活動としては、「農地の法面管理」が1,042協定（79.6％）と最も多く、次いで「柵、ネットの設置等鳥獣被害防止」677協定（51.7％）、「賃借権設定・農作業の委託」365協定（27.9％）となっている。（複数選択可、図17）。
　
b）水路・農道等の管理活動
　　　「農道の管理」は1,284協定（98.1％）、「水路の管理」は1,156協定（88.3％）である（複数選択可、図18）。

　②　多面的機能を増進する活動
多面的機能を増進する活動としては、「周辺林地の下草刈り」が最も多く811協定（62.0％）、次いで「景観作物の作付け」が398協定（30.4％）、「堆きゅう肥の施肥、拮抗作物の利用、合鴨・鯉の利用、輪作の徹底、緑肥作物の作付」が230協定（17.6％）となっている（複数選択可、図19）。


③ 集落マスタープランにおける集落の目指すべき将来像
　　 集落マスタープランにおける集落の目指すべき将来像としては、「将来にわたり農業生産活動等が可能となる集落内の実施体制構築」が1,156協定（88.3％）と最も多く、次いで「協定の担い手となる新たな人材の育成・確保」193協定（14.7％）となっている（複数選択可、図20）。
　


　④ 農業生産活動等の体制整備のための取組活動
　　 集落協定における農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項は、第５期対策では、「集落戦略の作成」が要件となっている。体制整備単価に取り組む集落協定は989協定あり、すべての協定が「要件を全て満たす集落戦略が市町村に提出済み」であった（図21）。
　　



⑤ 交付金の配分割合
[bookmark: _GoBack]集落協定における交付金の配分割合は、共同取組活動に51.8％（約12億9千万円）、個人配分に48.2％（約12億1百万円）となっている（図22）。
また、共同取組活動への配分割合別集落協定数をみると、50％以上60％未満が453協定と最も多い（図23）。


　


⑥ 共同取組活動に配分された交付金の使途
　　 共同取組活動に配分された交付金の使途（金額ベース）については、「農道・水路管理費」が16.3％と最も多く、次いで「共同利用機械購入等費」10.3％、「農地管理費」8.5％、となっている（図24、図25）。
図21．集落戦略の作成状況
[分類名]
 [値]協定
（100.0%）

要件を全て満たす集落戦略が市町村に提出済み	989	
図22．交付金の配分割合
共同取組活動
51.8%
個人
配分
48.2%

共同活動充当	個人配分	1290713809	1201364424	
図23．共同取組活動への配分割合別集落協定数

0%	20%未満	20～40%未満	40～50%未満	50～60%未満	60～80%未満	80～100%未満	100%	37	88	197	215	453	123	12	184	
協定数


図25．共同取組活動費の使途（割合）


道・水路管理費	共同利用機械購入等費	農地管理費	役員報酬	多面的機能増進活動費	鳥獣被害防止対策費	共同利用施設整備等費	研修会等費	都市住民との交流促進関係費	法人設立関係費	土地利用調整関係費	農産物等の販売促進関係費	その他	積立等計	350714	221551	182237	99792	75242	59588	44270	28054	2992	1665	1278	641	18060	1062335	
図24．共同取組活動費の使途
道・水路管理費	共同利用機械購入等費	農地管理費	役員報酬	多面的機能増進活動費	鳥獣被害防止対策費	共同利用施設整備等費	研修会等費	都市住民との交流促進関係費	法人設立関係費	土地利用調整関係費	農産物等の販売促進関係費	その他	積立等計	350714	221551	182237	99792	75242	59588	44270	28054	2992	1665	1278	641	18060	1062335	共同取組活動費（千円）

図17．耕作放棄の防止等の活動

農地の法面管理	柵、ネットの設置等鳥獣被害防止	賃借権設定・農作業の委託	簡易な基盤整備	既荒廃農用地の保全管理　	担い手の確保	既荒廃農用地の復旧・林地化・畜産的利用	限界的農地の林地化	地場農産物の加工・販売	その他（土地改良事業、災害復旧、地目変更等）	1042	677	365	102	80	24	8	4	3	183	
集落協定数


図18．水路・農道等の管理活動

農道の管理	水路の管理	その他の施設管理	1284	1156	38	
集落協定数


図19．多面的機能を増進する活動

周辺林地の下草刈	景観作物の作付け	堆きゅう肥の施肥、拮抗作物の利用、合鴨・鯉の利用、輪作の徹底、緑肥作物の作付	粗放的畜産	鳥類の餌場の確保	魚類・昆虫類の保護	土壌流亡に配慮した営農	棚田オーナー制度	体験民宿（グリーン・ツーリズム）	市民農園等の開設・運営	その他活動	811	398	230	49	23	19	9	6	3	2	11	
集落協定数


図20.集落マスタープランにおける集落の目指すべき将来像
将来にわたり農業生産活動等が可能となる集落内の実施体制構築	協定の担い手となる新たな人材の育成・確保	協定参加者それぞれが、作物生産、加工・直売等様々な工夫により再生可能な所得を確保	その他	1156	193	105	58	
集落協定数




